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研究成果の概要（和文）： 本研究において、まず独自に初習外国語（フランス語）の学習コンテンツを作成した。次
に、これらの学習コンテンツを、WEB対応授業支援システム Web4u にアップロードし、学生たちが、教室での対面授業
と対応しながら、教室外の自宅や自習室など「いつでもどこでも」Web4uにアクセスし学習できる環境を整え、e-Learn
ing の実践を行った。その結果、学生たちの学習意欲の向上や成績の向上などの成果を得た。本研究の実践と成果は生
涯学習やe-Learningを進めてゆく上で重要な意義を持つものである。

研究成果の概要（英文）：In this research, at first, we made original learning contents of second foreign l
anguage (French). Subsequently we uploaded these learning contents on the Web4u system. Therefore students
 can access theses contents anywhere anytime even outside of the classroom. As a result, we got result suc
h as improvement of learning will and grade of students. Such a practice and result in this research have 
important significance to push forward the lifelong learning and e-Learning.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： Web4u　外国語教育　コンピュータ支援学習

言語学・外国語教育



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

コンピューターによるインターネット網

の全地球的な構築によって、２１世紀におい

ては本格的な生涯学習が確立され、進展する

ものと思われる。誰でもが、いつでもどこで

も、学習したいときに学習する、そんな生涯

学習の時代が目前に迫っている。近年、日本

の主要大学のおいては、実践的語学教育用の

CALL システムが徐々に導入されている。しか

しながら CALL システムが大学の教室に固定

され、閉じ込められている限り、上記の「誰

でもが、いつでもどこでも」学習したいとき

に学習するという、学習者の生涯学習的環境

は、実現されない。そのような状況はまだま

だ改善されていないというのが現状であり、

そのような状況が本研究開始当初の背景で

ある。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、学習支援ツール WebOCM の後継

ソフトである Web4u を活用し、大学における

初習外国語とりわけ初級・中級フランス語に

おける CALL および e-Learning 教育のこれま

での実績と成果を基に、それをさらに応用・

発展させて、e-Learning 教育・教材の確立と、

その全国的な普及の一助となることを目指

すものである。 

 

３．研究の方法 

 本研究においては、CALLおよび e-Learning

の教育現場での外国語授業における実践

的・応用的研究を優先し、その成果に基づい

て日本の大学における初習外国語の現状に

即した e-Learning 教材・コンテンツを作成

することによって、大学の初習外国語教育現

場での実際の授業に適用・応用することを研

究計画・研究方法の基本とする。 

 

４．研究成果 

日本の大学において、第二外国語の扱いに

されることの多いフランス語の学習は、事実

上の世界共通語となっている英語の学習に

比べて、フランス語を選択した一般の学生の

学習意欲をいかに高めるかはかなり難しい

問題であると思われる。日本の政府も「グロ

ーバル人材の育成」ということで英語を話せ

る人間の育成のために小学校から大学まで

英語教育に大変力を入れている。このような

英語の状況に比べれば、大学において第二外

国語としてフランス語を選択する学生のモ

チベーションは低いと言わざるをえない。こ

のように、フランス語学習に特別熱心である

とはいえない一般学生に、いかにして少しで

も多くの時間フランス語に接する時間を与

えるかをテーマとして本研究で取り組んだ

のが WebOCM および Web4u を利用したフラン

ス語教育の実践である。 

 WebOCMおよびWeb4uは外枠だけのプラット

フォームソフトであるので、中身のコンテン

ツは自分でつくるなどしてアップロードし

なくてはならない。本研究では自分でつくっ

たPowerPointの資料、教材の音声ファイル、

小テスト、練習問題等をアップロードした。

また、インターネット上のサイト、たとえば

授業で取り上げられるルーブル美術館、オル

セー美術館等のホームページに、いくつかの

リンクを張って、学生の学習上の便宜を図っ

た。また、Web 上に公開されている外国語の

雑誌の記事や、ニュース記事を取り込むこと

もできるので、こうした記事を教材として利

用することができる。それらの記事を読む際

に、学生は WebOCM または Web4u に内蔵され

ている辞書機能を利用して、わからない単語

の意味を調べることができる。わからない単

語をクリックするだけで辞書機能が起動し、

日本語で意味が表示される。また調べた単語

はその学生の単語帳に記録・収録されるので、

その学生独自の単語帳が作成されることに

なる。このように教師は、環境設定の画面で、



教師権限を取得することにより、資料や教材

等をアップロードすることができる。アップ

ロードされた資料等は学生がいつでも各自

自分のパソコンにダウンロードすることが

できる。学生の要望では、ビデオ教材等の動

画映像をアップロードしてほしいという声

が高かったが、このシステムの容量制限が４

ＭＢとなっており、動画映像等その容量制限

を超えるファイルサイズのものはアップロ

ードできない。静止画像でも画素数の多い画

像は４ＭＢを超えるものもあるのでアップ

ロードできない場合もあったし、音声でもフ

ァイルサイズが制限を超えてアップロード

できない場合もあった。また、市販の教材等

の音声や画像を利用する場合は、著作権の問

題があるので、違反にならないように十分に

注意しなくてはならない。 

テスト・小テスト・練習問題等は、試験作

成画面（テスティング画面）で作成すること

ができる。WebOCM では何種類かの問題が作成

できるが、基本的には、選択問題、穴埋め問

題、自由記述問題の３種類である。Web4u で

は若干種類が増えて、選択形式として、ラジ

オボタン形式（択一）、ドロップダウンリス

ト形式（択一）、チェックボックス形式（複

数選択）。記述形式として、穴埋め形式、自

由記述形式。並べ替え形式として、（単語）

並べ替え形式、穴埋め並べ替え形式がある。

このうち、自由記述問題を除いて自動採点が

できるようになっている。自動採点の利点は、

採点の手間が省けること、瞬時に採点が完了

すること等であるが、人間（教師）が採点す

るのと違って、融通がきかないという点が難

点である。人間の目から見れば正解であるの

に、コンピューターでは不正解になっている

ので、よく調べてみたら単語の後ろにスペー

スが１つ入っていたといった類のケースが

ままあり、学生にとっては納得のいかない場

合もある。また、正解ではないが、わずかな

誤りなので、半分点数を与えるといった裁量

はコンピューターではできない。この点は

Web4u では改善されて、予想される不完全正

解と、その不完全正解にどの程度の点数を与

えるかのパーセンテージを前もって入力し

ておけば、そのパーセンテージに応じた点数

が与えられることになる。 

学生は問題に解答し submit（提出）をクリ

ックすると小テスト等を提出したことにな

る。提出すれば瞬時に自動採点されて、学生

は自分の成績や正解を見ることができる。グ

ラフをクリックするとこれまでの小テスト

等の成績のグラフが表示される。グラフには

偏差値、合格ラインも表示される。正解に間

違いがないように、何度も注意して誤りがな

いか点検するのだが、スペルを間違えたり、

スペースを一つ余分に入れてしまったり、作

題者の方も学生と同じ間違いをしがちであ

る。自分で一度解答をしてからアップロード

するとよいのだが、一旦アップロードしてか

らでないと作題者も解答できないシステム

になっていて、その辺がまだシステムとして

工夫の余地がある。この点も Web4u では改善

されて、テスト作成中にプレビュー機能を使

って、設定した正解を随時確認することがで

きる。テストや小テストの問題の作成には、

WebOCM ではかなり時間を要したが、Web4u で

は改善されて、比較的容易に短時間で問題作

成ができるようになっている。 

本研究では教室の授業では、市販のビデオ

付き教材、いわゆる従来のフランス語教科書

を用いた。市販の教材は、教室における対面

授業を前提とし、かつフランス語の文法事項

を過不足なく学べるように各課が配列され

ており、日本の大学における一般的な授業コ

マ数である 90 分授業、週一回、年間１５コ

マ前後のカリキュラムに合わせるように工

夫されている。このように従来型の教材には、

大学での外国語教育の授業に合わせた長年

の教師たちの経験やノウハウが蓄積されて

いる。本研究ではこのような従来型の教材の



長所と、WebOCM や Web4u など e－Learning 型

教育法の長所をともに生かすように両者を

組み合わせて、授業を進めることとした。そ

の一つが、すでに述べたように、PowerPoint

資料、教材の音声ファイル、Web サイト等の

アップロードであり、もう一つが各課の終了

ごとに学生に課した小テストである。アップ

ロードされた資料等は学生がいつでもアク

セスできるし、自分のパソコンにダウンロー

ドすることができる。しかしこれには強制力

がないので、アクセスやダウンロードする学

生はするし、しない学生はしないということ

になる。この点小テストの方は学期末・学年

末の成績評価と関連づけることで、学生たち

に対する強制力を持たせた。熱心に自発的に

学習してくれる学生ばかりとは限らないの

で、やはり一定の強制力も必要である。 

本研究では、市販の教科書の１課が終了す

るごとに、１回の小テストを学生に課した。

およそ２コマに１回、１セメスターに７回、

年間では１４回の小テストを課することに

なる。テスト等のトライアルの回数は作題者

が指定できるようになっているので、本研究

の場合はトライアル回数を２回とした。この

場合、学生は解答を一旦提出し、採点結果を

見たあと、誤りを訂正して再度解答を提出す

ることができる。正解は２回目のトライアル

のあと見ることができるように設定した。ま

た１回のトライアルの時間制限は５０分と

した。２回のトライアルのうち点数の多い方

を小テストの点数としてカウントすること

にした。またこの小テストは成績に反映させ、

期末テストの点数と、小テストの平均点とを

平均して、この授業の成績を出すということ

にした。また、小テストを全部提出した学生

にはボーナス点（１回につき１点）を小テス

ト平均に加え、小テストを提出しない場合は

１回につき５点を小テスト平均点から差し

引くということにして、小テストの提出率の

向上や自習時間の増を図った。この小テスト

はテキスト、参考書等何を参照してもよく、

学生たちがフランス語に接する時間をでき

るだけ多くすることをねらいとした。CALL 教

室の授業では、授業時間内に練習問題を課し

た。練習問題は基本的には市販の使用教科書

（テキスト）にある Exercices の問題等を

WebOCMおよびWeb4uの試験作成機能および自

動採点機能に合わせて加工して作成した。練

習問題は１０～１５分の制限時間で、授業時

間内で２回のトライアルとした。練習問題の

場合も自動採点等は小テストと同じである。

練習問題も小テストと同じように提出させ

たが、小テストのように、成績に反映させる

ことはしなかった。 

 WebOCM および Web4u には「出席管理システ

ム」がある。原理的には、学生が授業に来て

WebOCMあるいはWeb4uにログインするとその

時点で出席となる。設定された時間以後のロ

グインは遅刻となる。同じく設定された時間

以前にログアウトすると早退ということに

なる。ＣＡＬＬ教室では学生が WebOCM ある

いは Web4u にログインすると、この「出席管

理システム」が自動的に作動し出欠のデータ

ーが蓄積される。しかし、学生のログイン、

ログアウトは、必ずしも時間通りにはいかな

いことが多いので、このシステムの信頼性に

は若干の問題がある。本研究ではこのシステ

ムとは別に、マイクロソフト・アクセルで出

欠簿を作り、毎時間、点呼により出席をとっ

た。コンピューターシステムに比べると原始

的なやり方に思われるが、旧来の人間システ

ムの方が柔軟に対応できる場合もある。この

「出席管理システム」で本研究において興味

をもったのは、自習時間のデーターである。

このシステムでは学生が授業時間以外に

WebOCMあるいはWeb4uにアクセスした場合は、

その時間が分単位でデーターとして記録さ

れる。したがってこのデーターによって、ど

の学生がどのくらい授業時間外に WebOCM あ

るいはWeb4uを通してフランス語に接してい



るかが把握できる。ただし、学生がアクセス

したままで学習もせずに放っておけば、時間

が経過しそれが自習時間として記録される

ので、このアクセス時間が必ずしも確実に学

生の自習の勉学時間だというわけではない

が、学生が学習のためにアクセスしたと性善

説的に考えれば、授業時間外で学生がフラン

ス語の学習をした時間をかなり正確に把握

することができる。 

下の表は、研究対象としたあるクラスの学

生の授業時間以外でのWeb4uへの平均アクセ

ス時間を、成績別に表にしたものである。 

 

成績（学生数） 
平均アクセス時間（分） 

１セメ ２セメ 計 

AA (5) 274 599 873 

A (4) 403 355 758 

B (8) 255 160 415 

C (2) 101 270 371 

D (2) 190 0 190 

 

この表を基に、学生の自習時間と成績との相

関関係があるかどうかを概略的に考察して

みたい。一番上位の評価ＡＡをもらった学生

はかなり多くの時間アクセスしている。また、

Aの評価をもらった学生も比較的多くの時間

アクセスしている。一方、Ｄ（不合格）とな

った学生は、１セメ（前期）ではそれなりに

アクセスしているのに、２セメ（後期）では

アクセス時間ゼロとなっているで、２セメに

なってやる気を無くし、Web へのアクセスも

なく、自習時間がゼロとなったものと思われ

る。さらに、１セメ、２セメの平均アクセス

時間を合計した「計」（通年）の欄に注目し

て見るならば、AA は 873、Aは 753、Bは 415、

Cは 371、Dは 190 となっている。これを棒グ

ラフにしてみよう。 

このグラフからも見て取れるように、成績と

アクセス時間との間には、明らかな相関関係

が認められる。 

こうした点から見て、学生が WebOCM ある

いは Web4u にアクセスした時間の長短と、成

績の善し悪しの間には、有意的な相関関係が

あると考えられる。また、小テストという強

制力を持たせた方法によって、教室での授業

の時間以外に、学生たちがこれらの数字に示

された時間、WebOCM あるいは Web4u を通じて

フランス語に接しようとしていたというこ

とが確認できる。 

また、最後に付け加えるならば、大学を含

む学校教育においては、教室における対面教

育と e-Learning による教育とは、決して対

立するものではなく、相互に補完すべきもの

であるというのが本研究で得られた認識で

ある。学校教育においては教師と学習者との

人間的接触がきわめて重要である。仮に

e-Learning のみに頼った場合、そのような人

間的接触がきわめて希薄になることが危惧

される。一方で、現在のようにコンピュータ

ーが普及し、WebOCM や Web4u 等の優れた Web

対応授業支援システムが開発され、実用に供

されているのであるから、このような文明の



利器を利用することなく、従来の対面授業だ

けに頼ることは、時代遅れの感を免れない。

本研究では、この両者の利点を十分に生かす

ベストミックスの形で、授業を進めるのが最

善ではないかという結論に達した。 

以上、WebOCM あるいは Web4u 等を利用し

て本研究で試みてきた e-Learning の実践に

ついて述べてきた。この試みの結果、WebOCM

お よ び Web4u は き わ め て 有 効 な e- 

Learning・ツールであることが実証できた。

とりわけ教室以外の場でも、かなりの時間フ

ランス語に接する場を提供することができ

た。小テスト・練習問題等で、トライアルを

２回としたことも大変に成功であったと思

う。学生は自分の誤りを認識でき、その誤り

を正すことで得点が上がることに大変満足

している様子であった。このように WebOCM

あるいは Web4u は、学生の学習意欲を向上さ

せる点でも有効なツールであると考えられ

る。また、大阪大学の細谷行輝教授を中心に、

現在の WebOCM および Web4u のヴァージョン

アップ版 WebOCM Next の開発が進んでいる。

この新システムによっていっそう e- 

Learning 用システムの質的向上と使い勝手

の良さの向上が期待される。また同時に e- 

Learning の普及がいっそう進むことを期待

したい。 
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